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写真・イラストの解説写真・イラストの解説写真・イラストの解説写真・イラストの解説    
 

表紙： バイロイト辺境伯オペラハウスにてシュタイングレーバー社製コンサートグランドピアノを弾くマルク
＝アンドレ・アムラン（2005 年 7 月 24 日撮影） 
シュタイングレーバーハウス（パンフレット 3ページの航空写真をご覧ください）： 
① 3 つの広間を有するグランドピアノハウス（サロン用グランドピアノは 1階にございます） 
② ピアノ展示室   ③ 工房   ④ 室内楽ホール／コンサートグランドピアノ各種 
⑤ ピアニストと歌手のための北の広間  ⑥ ロココ広間  ⑦ 舞台 
⑧ Dammallee 通り沿いの駐車場  ⑨ ロココ式庭園  ⑩ 日向のテラスのカフェ 
背景の楽譜（パンフレット 2～5ページ及び 40～45 ページ）： 
フランツ・リスト「無調のバガテル（1885）」、2002 年に当社の創立 150 周年を記念して、手書きの楽譜の修復の為
にワイマール古典財団に寄付をいたしました。 
裏表紙： フェニックスによる革新的なエネルギー伝達（この新しいピアノデザインにより 2008 年にバイエルン州で受賞） 

レイアウト： W. Bouillon (ホームページwww.oab-bayreuth.de)、印刷： Holtz-Druck (ホームページwww.holtz-druck.de) 
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「ピアノを、打つ楽器から、歌う楽器へと変えることが最も大切である… 

陰影と色彩、コントラストによって奏でられる歌である…」 

 
 
 
音楽を愛する皆様へ 
 
基本にあるのは非常に単純なことなのです。最高級の天然素材を高度な方法で生きた楽器に組み立てる－するとそこから、ホ
ロヴィッツが言うような多彩な音色が生まれてくるわけです。 
 
しかしながら、実際にこれを実現しているのは世界中で十社もないでしょう。最近のピアノのほとんどは、「打つ」楽器、つ
まり打楽器になってきてしまっています。 

 

転調自在な音源は、プロのピアニストにとってなくてはならないものであり、あらゆる演奏の前提となっています。演奏を楽
しむには、多彩な音色はピアノを弾く者にとって絶対に欠かせません。 

 

最寄りのシュタイングレーバー取扱店またはフェストシュピールの街バイロイトの当社にて、ピアノづくりの偉大なる伝統に
則ったアップライトピアノ及びグランドピアノを是非お試しください。 

皆様のお越しを心よりお待ちしております。 

 
 

ウド・シュミット‐シュタイングレーバー 

 
 

グランドピアノの構造（グランドピアノの構造（グランドピアノの構造（グランドピアノの構造（6666～～～～11111111 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
当社の 4 タイプのグランドピアノは 150 年の歴史を経て磨き抜かれ、その後も改良を重ね、理想的でクリアな響き、充実した
高音域、豊かな転調を可能にしてきました（そのエネルギーあふれる演奏性能については、オリジナルパンフレット 15～19 ペ
ージをご覧ください）。そしてこれらのグランドピアノには寿命がありません。全モデルで、ブリッジとヒッチピンの間のア
クティブ弦が和音の高音域をふくよかにしています。さらに E–272 モデルと D–232、C–212 モデルには、高音部を補強する
ため、穴を開けたカポダストが取り付けてあります。全て「くり貫き」鉄骨方式、かつ前方に支柱のない設計なので、ウナコ
ーダやダンパーペダル、現代音楽の奏法にも有利な構造です。象牙に代わる鉱物からなる白鍵と純黒檀材の黒鍵は吸湿性があ
り、滑ることなく鍵がすばやく反応し、演奏の楽しみが増します。白鍵と黒鍵のレバーの長さを計測時に調節することで、心
地よいタッチが生まれます（黒鍵が 1 グラム軽くなるごとに調和が感じられます）。ご要望により、白鍵にマンモスの牙もご
使用できます。またオプションで、回転ハンマーナックル（21 ページ）、新しいエネルギー伝達システムを搭載したフェニッ
クスモデル、あらゆる気候に耐え得る炭素繊維の響板（34～35 ページ）もご用意しております。 
 

E–272 コンサートグランドピアノコンサートグランドピアノコンサートグランドピアノコンサートグランドピアノ    
コンサートグランドピアノである E–272 モデルは、1895 年製の「コンサートグランドピアノ」を基礎として 1997
年から 2002 年にかけて製作されて以来、グランドピアノの最高峰として多くのピアニストから賞賛を得てきました。
工夫を凝らした側板のフォーム、半分が木材でできた星型のクロスビーム、シプリアン・カツァリス曰く「非常に心
地よい」タッチ。中でも高音部の響板のフォームにはひときわ工夫が施されています。響板は、短めの弦に対して従
来のバランスに基づいて配置されているので、他社製品に比べると、弦が動かす木の荷重を 27％削減できるのです。
これによってやわらかな演奏の始まり、そしてさえずるような余韻が誕生します。シュタイングレーバー社は、18 世
紀から 19 世紀初頭の音楽に新しい音を提供したのです（ル・モンド・ドゥ・ラ・ミュジーク誌が 2006 年 9月に優秀
なピアノメーカーのコンサートグランドピアノ 11 台をパリでテストした結果「バッハやモーツァルト、ベートーベ
ンの演奏で、これに勝るものはない」と書いています）。そしてピアノの打楽器的な色合いが濃くなってきた 20、
21 世紀。ここに E–272 モデルと他社のトップクラスのコンサートグランドピアノ－主に 19 世紀後半に遡る－を見
分けるポイントがあります。世界中の大規模なコンサートホールの多くで、E–272 モデルは活躍しています。ご希望
の方には、詳しい一覧表をお送りいたします。（写真上：パベル・カスパー） 
 
D–232 準コンサートグランドピアノ準コンサートグランドピアノ準コンサートグランドピアノ準コンサートグランドピアノ    
当モデルは伝統的かつプロフェッショナルなコンサートグランドピアノであり、2008 年に E–272 の弟モデルとして
誕生しました。これらのモデルは互いに側板がよく類似しています。音の反響域、左右対称のフォーム、固く制限さ
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れた響板により、特にカンタービレの音や最も柔らかなピアニシモから最もエネルギッシュなフォルティシモまで、
広範囲に渡って転調が可能です。46 音を備えたカポダストは鍵盤の中心まであり、最大のピッチ幅を有しています。
「より多くの輝きと響き」を生み出すこの方法は世界中で唯一のものです。42 音だけにアグラフが使用されています。 
 
C–212 室内楽用コンサートグランドピアノ室内楽用コンサートグランドピアノ室内楽用コンサートグランドピアノ室内楽用コンサートグランドピアノ    
当モデルは 2009 年初頭に発表され、1873 年製のリストのシュタイングレーバー・グランドピアノ、あの伝説の 205
モデルを再現するよう製作されています。21 世紀の要望にこたえるよう、モデラートのみに対応した従来のデザイン
を改良し、低音域＊に改善を施しました。205 モデルは、130 年を経ても、フランツ・リスト、リヒャルト・ストラ
ウス、エンゲルベルト・フンパーディンクを始め、ダニエル・バレンボイムに至るまで、ピアニストたちを魅了し続
けています。細かく多彩な音色と音域により、音楽学校（ミュンヘン、パリ、ハノーバーなど）ではもちろんのこと、
リサイタル、スタジオでの録音、現代音楽の催しなどで常に好評を博しています。 
＊よりボリュームのある低音域。205 モデルと C–212の比較（写真左下） 

- 響き渡る響板 ＋4.8％／弦の長さ 最大＋5.8％ 
- アクションと鍵盤、36音から 88 音の弦の長さは同一 

 
A–170 サロン用グランドピアノサロン用グランドピアノサロン用グランドピアノサロン用グランドピアノ    
当モデルは、170 ㎝という実際のサイズよりも大変大きく見え、単なる「小型のグランドピアノ」ではありません。
このサイズとしては驚くべき力量感。従来の 168 モデルが基礎とした 1905 年製のピアノに由来します。外見にかか
わらず大きく響き、「該当クラス中最優秀」または「200 ㎝までのクラス中最優秀」という数々の賞を獲得。構造上、
特別長めのフォームを採用しているため、低音の弦が非常に長いためにこのような結果が出ます。さらに決め手とな
っているのは低音駒。この世界中でただ一つのサロン用グランドピアノは「本物の」駒を備えているので、大きなコ
ンサートグランドピアノ同様、音響的な振動のエネルギーを直接伝達できるのです。つまり低音駒はブリッジなしで
貼られており、小型グランドピアノに特有の鼻音がありません。その演奏はプロフェッショナルであり、168／A–

170 モデルはコンサートグランドピアノとして、スペースに限りのあるステージや音楽学校、オペラハウス（例えば
オスロに新しく誕生した素晴らしいオペラハウス）で活躍しています。 

 
アップライトピアノの構造（アップライトピアノの構造（アップライトピアノの構造（アップライトピアノの構造（12121212～～～～14141414 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
グランドピアノの豊かな音色についての評価が、シュタイングレーバーのアップライトピアノにも当てはまるのには訳があり
ます。130 モデルは 160 ㎝の小型グランドピアノに、138 モデルは 180 ㎝のサロン用グランドピアノに音響上匹敵し、この市
場では最大かつよく響き渡るトップクラスのピアノです。その幅広い転調、ひとつひとつの音質、音の透明感は、シュタイン
グレーバーのグランドピアノに一貫した理念を継承しています。これらのピアノは多くの人に、卓越したレベルを測る一般的
な物差しとみなされており、両モデルともパリのピアノテスト（45 ページ参照）において 20 年来絶えず優勝しています。中
でも最小のアップライトピアノ 122 モデルは、共振する補助響板を用いた特別な構造によって非常に充実した音を持つアップ
ライトピアノの古典といえます。バイロイトのフェストシュピールハウスやミラノ・スカラ座、その他多くの音楽学校などの
舞台ピアノとして愛用されています。当社では、プロの演奏家の方々に、他社には見られない多種アクションをご用意してお
ります。詳細は 20 ページをご覧ください。 
1) シュタイングレーバー特有のアクションは、愛好家の方々にさらに演奏を楽しんでもらえるよう 122、130 及び 138 全て

のモデルにおいてご用意いたしております。 
2) プロの演奏家のためにグランドピアノ同様の深いレペティションが可能な SFMアクション（シュタイングレーバー強磁性

アクション）も、122、130 及び 138 全てのモデルにおいてご用意いたしております。 
3) 通常の 3 本ペダル（ソステヌートペダル）を備えた、速いレペティションが可能な 130 プロフェッショナル・スタジオ・

アクションは、130PSモデルにおいてご利用になれます。 
 

130130130130 モデルモデルモデルモデル    
すでに 80 年前から E–130 モデルとして知られている 130 モデルは、当社が誇るアップライトピアノです。1988 年
以降、138 モデルとともに、パリのピアノテスト全てにおいて常にトップ中のトップの成績を収めています。「グラ
ンドピアノの代用」として音楽学校や大学で大活躍しています。同価格の大量生産されたコンサートグランドピアノ
にも演奏技術的に劣らないばかりか音がより豊かという点で、好まれて使用されることが多くあります。ご要望に際
し、大型の低音ダンパー、いわゆる室内楽用ダンパーをお取り付けいたします。これにより、乾いた音の演奏を特に
正確に行うことができます。これは、130PS（プロフェッショナル・スタジオ）モデル、K（クラシック）モデル、B
（バロック）モデルその他複数のモデル、またはご自身のデザインされたモデルにおいてもご利用いただけます。 
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138138138138 モデルモデルモデルモデル    
世界一大きいコンサート用アップライトピアノである 138 モデルは、180 ㎝のサロン用グランドピアノの音にも匹敵
するものです！吟味を重ねた長年の集大成。ここに、全く劣るところのないアップライトピアノの最高峰が誕生しま
した。世界一のアップライトピアノとしてパリで受賞。音楽学校やコンサートホール、教会でも、グランドピアノに
代用されるほどです。月並みなグランドピアノをはるかに超える最高級アップライトピアノ！一流のアクション及び
一弦のセクションに大型の室内楽用ダンパーが通常装備されています。ご要望により、 
- 2 弦のセクションにも室内楽用ダンパー 
- 3 本ペダル（ソステヌート） 
- SFMアクション（強磁性アクション） 
をお取り付けいたします。これらは、138K（クラシック）モデル、B（バロック）モデルその他複数のモデル、また
はご自身のデザインされたモデルにおいてもご利用いただけます。 

 
音音音音    源（源（源（源（15151515～～～～16161616 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
もしステレオに大きな低音スピーカーしかなかったらどうしますか？最悪です！高音域と中音域が存在しなければ、あなたの
ＣＤは、こもった鈍い音のスープの中に沈んでしまうでしょう！ピアノには、響板と言うたった一つの巨大なスピーカーしか
ありません。これは低音には最適なのですが、高音には向きません。多くのピアノにおいては、過剰な響板が素晴らしい響き
を妨害してしまっています。そこでシュタイングレーバー社は、過去のヴァイオリンの製法をヒントにしてこの問題を解決し
ました。改良作業の末、多彩な高音域、300 年のピアノ音楽の歴史に音のバイキングが誕生しました。 
手間のかかる作業は響板ひとつひとつのチューニングです＊。この際、互いに接着は施されているがまだ上塗りのされていない
それぞれの響板に、細かい石英の砂を撒いて駒を叩いて響かせます。そして砂の残ったところで不活性の部分を見分け、木材
を削っていくことによって最適化します（15 ページ下写真）。一流のピアノ製作においては、ピアノに使用される他の全ての
パーツをも響きをもたらす部品として扱われ、音を伝える天然素材が例外なく使用されます。ブナ材とカエデ材が高周波に、
トウヒ材とマツ材が低周波に役立つように。シュタイングレーバー社では、ピアノのフレームまでも低音部、中音部、高音部
ごとにチューニングされています。一方、大量生産されているピアノは、動的、静的、本体、アクションという要素を中心に
製作され、これら全ての要素は合成素材によるものが多く、常に同じように扱われ、それぞれの音響の違いを無視して組み立
てられます。 
＊ 88 音の幅広い周波数（30Hz 以下から 4000Hz 以上まで）に対応するよう、それぞれ高音、中音、低音域ごとにチューニング
されています。この「個々の振動板」の原理により、円錐－球形の断面を持つ響板が仕上がります。 
 
写真 15 ページ上： 音を反射する蓋。柔らかい木材からなる蓋部分の輪郭は硬い木材でできています。 
 15 ページ下： 響板のチューニング。砂によるテストと木の研磨作業。 
 16 ページ上： 響板は、最大 40℃で含水率が 3.9％以下になるよう優しく乾燥されます。 
 16 ページ下： カエデと黒檀材の駒と強化された駒ピン 
 
エネルギー源と環境（エネルギー源と環境（エネルギー源と環境（エネルギー源と環境（17171717～～～～19191919 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
音を響かせるパーツがエネルギーに満ち溢れている事で、耳に心地よい音から、音の爆発への変換を可能にします。様々な強
弱レベルと多彩な音色は、主に、柔らかく響く音響システムを響かない部材の中に封じ込めることによって得られます。する
と演奏者のタッチは完全な形のまま振動エネルギーに変わり、これが音となる訳です。音響システム内のエネルギーの損失を 
 
防ぐよう、100％天然木の部材とクリスタルのように硬い動物の骨や尿素からできた接着剤が用いられています。ネジや金属製
の接合、弾性接着剤の使用は禁止されています（化粧板とダンパーに使われる白色接着剤を除きます）。また、強化された金
属（16 ページ下の駒ピンの写真参照）と、各音域にチューニングされた鋳鉄のフレームも、エネルギーを生み出す要素となっ
ています。形作られた木材からなるこの造形物は、環境の影響を受け易いので、シュタイングレーバーのピアノは、一つの組
み立てが終わるごとに、2 ヶ月間、砂漠の気候を模した乾燥室に入れられます。貴重な木材に対するこの拷問にも似た過程は上
塗りまで続き、その後、加湿と内部張力の構成にとりかかります。必要とあれば、ピアノ全体を熱帯の気候に類似した部屋に
入れることもあります（東南アジアのお客様にお届けする場合など）。シュタイングレーバーのピアノは全て、世界各地のお
客様のニーズにおこたえしております。 
 
写真 17 ページ上： 穴あきカポ 
 17 ページ下： 一枚板の側板は内側も外側も何百年も耐えるようしっかり作られています。 
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 18 ページ上： 鋼で補強されたアグラフ 
 18 ページ中： 蒸気処理された硬いヨーロッパブナの台に響板を止めることによって、グランドピアノは高い張

力下に置かれ、エネルギッシュな響きのサイクルが生じます。これは豊かな音だけではなく、長
い寿命をも保証します。他社のグランドピアノの多くでは奥框の響棒の前面が不安定です。 

 19 ページ中： 側板の低音部と高音部の端をつなぎ材が結び、エネルギーの循環が生まれます。 
 19 ページ下： 筬（トウヒ／ヨーロッパブナ）とペダルの支え（カエデ／ヨーロッパブナ）は、循環する振動と

結びつき、音を感じることができます！ 
 
タッチ（タッチ（タッチ（タッチ（20202020～～～～21212121 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
良いアクションというものは感じる事ができません。それはまるで人間の体の一部であるかのように自然に機能しています。
このような驚くべき技術の賜物は、アクションや鍵盤の工場ではなく、ピアノ職人のいる工房から生まれます。何千回もの品
質検査を通過する 6 千以上ある部品！シュタイングレーバーのハンマーシャンクは、個々の周波数によって選別されています。
そしてこれらのハンマーシャンクは、シュタイングレーバー固有のスリムなハンマーを支えます。このハンマーのスリムな形
状が、レペティションの速度、音質、ハンマーの耐久性を高めています。 
大事なのは均一性。従って、工程の最終段階で鍵盤の重さを測定します。この測定はアクション内で行われ、レバーの長さに
応じて調整されます。シュタイングレーバー社の黒鍵が白鍵よりも１グラム軽いのはこの為です。シュタイングレーバーのア
クションが提供する安定感がピアニストに評価されています。特に、非常に速いレペティションスピード、現代の本体サイズ
にマッチしたペダルや黒鍵間のスペースなど。以下のような新開発によって伝統的技術が高められます。 

- 回転ハンマーナックルはグランドピアノのアクションを軽くし摩擦をなくします（商標：Josef Meingast）。 
- 「ハーフブロー」は、さらに弱いピアニッシッシッシモ（pppp）の演奏を可能にするためにグランドピアノの

ハンマーブローの度合いを縮小することに用いられる国際的用語です。ゲオルゲ・シュタイングレーバーは
1893 年にすでに弱音ペダルを発明し、例えばシュタイングレーバー200 モデルをエンゲルベルト・フンパーデ
ィンクにお届けしており、これは 2008 年以降、ウナコルダペダルとして引き継がれています（34ページ）。 

- 130 プロフェッショナル・スタジオモデルは、ソステヌートペダルを含む最速アクションにより、1991 年以来、
グランドピアノの代用として最も人気のあるアップライトピアノです。 

- 2008 年の技術革新である SFM アクションにより、アップライトピアノでも「グランドピアノのようなレペティ
ション」が可能になりました。 

 
写真 21 ページ中： 回転ハンマーナックルの独自の形状（オプション）。ジャックがハンマーを放した瞬間にローラ

ーが 1/8 アーク移動し、ジャックとの摩擦を避けます。 
 21 ページ下： シュタイングレーバー固有のハンマーを持った伝統的グランドピアノのアクション。これらのハ

ンマーはダイナミックかつ丈夫で、半音単位のハンマーシャンクに取り付けられています。 
 
 
グランドピアノ（グランドピアノ（グランドピアノ（グランドピアノ（22222222～～～～23232323 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
ここに掲載されているのはベーシックモデルである「クラシック」タイプの E–272 コンサートグランドピアノ、C–232 準コン
サートグランドピアノ、C–212室内楽用コンサートグランドピアノ、A–170サロン用グランドピアノです。これらに共通する 
 
特徴は、鳥眼杢カエデ材からなる側板内部、3本ペダル（ソステヌート）、3段階調整可能突上棒ストッパー、吸湿性のある鍵 
盤（黒鍵には純黒檀材を使用／白鍵には象牙に代わる鉱物を使用）、鍵盤部分手前の蓋のストッパー及び真鍮キャスター（E
モデル及び D モデルにはブレーキ付きコンサート用キャスターを装備）です。全てのモデルに、あらゆる木材や、チッペンデ
ール、ルネッサンス、または写真の A–170K モデル（22 ページ上）のような古典様式（外装は黒塗艶出し塗装、内装にはカエ
デ材を使用）などのデザインがお選びいただけます。全体的、または後に掲載されているように部分的に化粧板を上張りする
こともできます。スタジオモデルは、各施設のニーズに対応するグランど７ピアノです（27 ページ参照）。A–170S モデルに
は、傷のつきにくい塗装（チャコールグレー）、長めの譜面台（筆記具置き場付き）、頑丈なフレーム塗装が施されています。
側面内部にはブナ材が使用され、蓋の縁は直線的に作られています。 
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化粧板（化粧板（化粧板（化粧板（24242424～～～～25252525 ページ）ページ）ページ）ページ）    

1 ユリノキ 21 ギンバイカ 41 カリン・こぶ
部分 

61 アフロルモシア 80 ブラウンオーク 

2 カエデ・鳥眼杢 22 ブナ 42 チェリー 62 ゼブラウッド 81 サントス産紫檀 

3 カエデ・クラスタ 23 クリ 43 イチイ 63 チーク 82 リオ産紫檀 

4 カエデ・カール 24 ヨーロッパプラタナス 44 カラマツ 64 プラム 83 東インド産紫檀 

5 カエデ・杢 25 レモン 45 クリ・こぶ部
分 

65 サペリ 84 スクピラ 

6 カエデ 26 リンバ 46 ユーカリ・こ
ぶ部分 

66 シルキーオーク 85 ゲッケイジュ 

7 シラカバ 27 アニグレ・杢 47 レッドアルダ
ー 

67 ブビンガ 86 クスノキ 

8 トネリコ・カール 28 アニグレ 48 オリーブトネ
リコ 

68 欧州産ウォルナット 87 インブイア 

9 白トネリコ・こぶ
部分 

29 グレーポプラ 49 リンゴ 69 米国産ウォルナット 88 ウォルナット・
クラスタ 

10 ポプラ・こぶ部分 30 レッドオーク 50 カエデ・こぶ
部分 

89 ウォルナット・
カール 

11 シラカバ・こぶ部
分 

31 米国産白オーク 51 欧州産カエデ 

70 アフリカマホガニー・ 
 カール 

12 日本産トネリコ 32 欧州産オーク 52 スイス産ナシ 71 マホガニー・カール 

90 ウォルナット・ 
 こぶ部分 

13 コト 33 ギンバイカ 53 マドローン 72 エティモエ 91 湿原性オーク 

14 セイヨウトネリコ 34 オーク・カール 54 マドローン・
こぶ部分 

73 ニレ・こぶ部分 92 ココボロ 

15 モミ 35 オーク・こぶ部分 55 プラタナス 74 ポムレ 93 クロベ・こぶ部
分 

16 コウザンマツ 36 ムビンギ 56 プラタナス・
こぶ部分 

75 ヴァボナ・こぶ部分 94 黒檀 

17 マツ 37 ササフラス 57 プラタナス・
クラスタ 

76 マコレー 95 ジリコテ 

18 アボジラ 38 オリーブトネリコ・節 58 スギ 77 マコレー・杢 96 ウエンジ 

19 アルダー 39 オランダ産ニレ 59 ローズウッド 78 アフリカ産パドウク 

20 セン 40 セレジェイラ・カール 60 セコイア 79 エティモエ・杢 

 
自由自在なデザイン（自由自在なデザイン（自由自在なデザイン（自由自在なデザイン（26262626 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
楽器との暮らしは喜ばしいことでなければなりません。シュタイングレーバー社では、お客様のご要望に沿った楽器を手づく
りしており、1年に生産されるグランドピアノは 70 台から 80台のみ、しかもこれらの多くはお客様方のアイデアから生まれ 
 
ています。ご自分の楽器の誕生をご自分の目で確かめられるわけです。その魅力を、オリジナルパンフレット 26、27 ページの
写真でご覧になってください。26 ページ上の写真では、黒塗艶出し塗装のグランドピアノに木材のアップリケが施されていま
す（後ろから、フランス産ウォルナット、クロベ・こぶ部分、マホガニー・カール、東インド産紫檀、カリン）。27 ページ真
ん中の写真 A–170K（古典様式）モデルは、外装に黒塗艶出し塗装、内装にウォルナットの根っこ部分を使用しています。26
ページ下の写真は、アメリカ産ウォルナットを使用した手彫りの A–170R ルネッサンスモデル、マホガニーの化粧板をはめ込
んだ A–170N クラシックモデル、フランス産ウォルナット材を用いた A–170C チッペンデールモデル。27 ページ下の写真は、
左から、東インド産紫檀を用いた A–170N クラシックモデル、クローム鍍金を施した金具を使用したブラックオーク材の A–

170S スタジオモデル、マカッサルエボニーで内部の上張りがされた A–170N クラシックモデル（閉時の外見は黒塗艶出し塗
装）です。26 ページ上の写真のモデルにも同様に、譜面台と鍵盤蓋の内側だけでなく、ご希望により蓋の内部にも上張りをい
たします。ここに掲載されている例に限らず、側板下の縁がカーブを描いているロココ様式からアールデコまで、あらゆるデ
ザインを、全てのモデルにてお取り扱いしております。 
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グランドピアノのデザイン（グランドピアノのデザイン（グランドピアノのデザイン（グランドピアノのデザイン（28282828 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
シドニーのオペラハウスの息吹を帯びている D–232 モデル。ヤン・ウッツォンが、氏の父であるヨーン・ウッツォン（シドニ
ーオペラハウスの設計者）による考案をシュタイングレーバーの工房で実現したのです。ヨーン・ウッツォンによって建築術
の音楽的な側面が具体化され、さらにコペンハーゲンのバグスバード教会の音響効果をもたらす大胆な屋根の構造によってそ
の頂点を極めました。シュタイングレーバーは、ヨーンの設計とヤン・ウッツォンの詳しいデータをもとに、この教会用にコ
ンサートグランドピアノを製作しました（28 ページ下写真参照）。シュタイングレーバー社では、芸術家との連携作業の歴史
は、ほぼ 100 年前、工業デザインの先駆者であるブルーノ・パウルにまで遡ります。 
 
写真 28 ページ上： E–272フェニックスモデル（サントス産紫檀と鳥眼杢カエデ） 
 
アップライトピアアップライトピアアップライトピアアップライトピアノ（ノ（ノ（ノ（29292929～～～～31313131 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
アップライトピアノには 5 つのベーシックモデルをご用意いたしております。これらのモデルにも無数の木材及びアクション
をお選びいただけます。オリジナルパンフレットでは、一例として、122T トラディションモデル、130PS プロフェッショナ
ル・スタジオモデル、130 及び 138K クラシックモデル、130 及び 138B バロックモデルの仕上がりをご紹介しています。ここ
でご注目いただきたいのは、見かけはとてもシンプルな 130PS モデルと 122T モデルの Twist � Change システム。それぞれ
フロントには高級木材で変化を施していますが、裏は黒一色の艶出し塗装になっており、1台のピアノで 2種類の調度をお楽し
みいただけます。29 ページの写真は上から、130PS モデル（キルテッド・メイプル／オーク）、138K モデル（マホガニー・
カール）、122T モデル（フランス産ウォルナット）です。 
 

130K クラシックモデル 
このモデルの柱や柱頭、壁柱までも、建築物同様に創り出されました。小さな溝やカーブが絢爛たる雰囲気をかもし出
す、流行に流されないモデルです（写真の木材はリンゴ）。 
 
130 PS プロフェッショナル・スタジオモデル 
この調度に共通するのは伝統的でクリアな表現です。特に際立つ木材の美しさ。ご希望により、スタジオ用キャスター、
安全錠、鍵盤部分手前の蓋のストッパー、使いやすい状態にカスタマイズするためのレーザーによる開口部が付いた閉
鎖型背面をお取り付けいたします。 
 
130/138B バロックモデル 
19 世紀のシュタイングレーバーのピアノを引き継ぐモデルです。縁飾りやフレームの上張り、木工旋盤作業、高級木材
を用いたあぜ、上部パネルの彫刻など、様式のディテールを忠実に再現した真の一品です。 

 
是非イマジネーションをかき立てて、何百という可能性を秘めた独自のピアノのデザインに挑戦してみてください！ 
 
31 ページ写真 
1. 130 ポストモダンモデル（トネリコ－ブナ） 
2. 130/138 バロックモデル（マホガニー、真鍮の象眼細工） 
3. 130/138 バロックモデル（ウォルナットの根） 
4. 130 ポストデコモデル（黒塗と純ブナ材） 
5. 130 ビストロモデル（ブラックオーク、グラスファイバーのライト、人工大理石でできた響きのよい蓋部） 
6. 130 ベル・エポックモデル（純カエデ材、Michael Neumeister によるデザイン） 
7. 138B モデル（手工の浮き彫り細工） 
8. 130K モデル（ロイヤルブルー／真鍮） 
9. 138K モデル（チェリー、縞模様のローズウッド、真鍮の象眼細工） 
 
車椅子用設備、電気器具（車椅子用設備、電気器具（車椅子用設備、電気器具（車椅子用設備、電気器具（32323232 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
車椅子用ブルートゥース： 
シュタイングレーバー社は、2009 年に、ノルウェー人ピアニスト Lars Haugbro 氏のために、アクチュエータによって作動す
るペダル装置を開発しました。このコードレスの移動可能なペダル装置は、義歯の噛み合わせで操作を行います。アクチュエ
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ータの技術による微調整のおかげで、車椅子に座ったままでコンサートを行うことが（ほとんど）妥協することなくできるよ
うになりました。またこの他に、電磁石によるペダル操作も 20年にわたってお取り扱いしております（DGEM 30074.8）。 
 
古いピアノのリフォーム： 
ご家庭に、せっかく代々受け継がれてきた素晴らしいピアノで、残念ながら壊れて弾けないというものはございませんか？当
社では、お客様のその伝統あるピアノの外観を残したまま、内部に新しくシュタイングレーバーのピアノをお取り付けいたし
ます。 
 
電気器具： 
ヘッドフォン付きハンマーストップから録音、再生、オーディオ機能など、豊富な電気器具を取り揃えております。また、ス
タジオモデルには、グランドピアノ内部または外付けのコンピューター置き場のミディインターフェイス、マウスパッド、キ
ーボード台、現代音楽用ダンパー（黒／白）をご用意いたしております。 
 
科学と資材（科学と資材（科学と資材（科学と資材（33333333 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
品質を保証するものとして、主に地元で製造された木材や部品、金属を使用しています。さらに、当社独自のコンピューター
プログラムを用いるほか、バイロイトの新素材開発センター、バイロイト大学及びエアランゲン大学と常に提携を結び、デザ
インや資材の改良に日頃取り組んでいます。33 ページの写真は、鋳造過程と、電子顕微鏡によるテスト（硬化するカポダスト
の拡大写真、小さい写真は当該部分の実物写真）です。顕微鏡によって音響木材の質の良し悪しを見分けます。33 ページ左下
写真に見られるような乾燥による亀裂は許されません。当社では、バイエルン州の最高級トウヒ材を（海抜 800m 以上の無風
地帯で 200年間生息したもの）を購入していますが、ピアノの資材となるのはこの 8％のみ、残りの 92％は処分されます！ 
 
21212121 世紀のアヴァンギャルド（世紀のアヴァンギャルド（世紀のアヴァンギャルド（世紀のアヴァンギャルド（34343434 からからからから 35353535 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
2005 年より、エンジニアでピアノ奏者でもあるイギリス人発明家、リチャード・デイン氏の協力を得、ピアノ製作の場に全く
新しい道が開けました。 
 
炭素繊維： 
炭素繊維は、あらゆる気候に耐え、非常にダイナミックかつこの上なく丈夫な素材です。これは木材の代用品として、船上や
砂漠など、極端な環境にも適しています。リチャード・デイン氏がこの天然素材を、シュタイングレーバー社がその加工技術
と音響設備としての応用技術を、以下の 3 点で開発しました：炭素繊維のみ（35 ページ上写真）、音響上変化を施したもの、
（両面または上面に）薄板をかぶせたもの。 
 
ハーフブロー： 
これはグランドピアノにおけるソフトペダルの特別機能（打弦距離を短縮することによる。アップライトピアノに一般的）の
略語です。実際、シュタイングレーバーはすでに 1893 年にこれをエンゲルベルト・フンパーディンクのために開発しています。
これを踏むとハンマーと弦の距離は約 35 ミリに（34 ページ下写真）、鍵盤の深さは 8 ミリに縮小されます。ウナコーダペダ
ルの機能と組み合わせることによる、前代未聞のピアノ・ピアノ・ピアノ・ピアニッシモ（ppppp）の演奏は新しい試みです。 
 
フェニックス： 
上記の革新的技術を新しいエネルギー伝達システムと組み合わせて「革新的な音」にする．．．。豊かな高音域．．．。リチ
ャード・デインは、このコンセプトを基本に、駒のアグラフと調節可能なヒッチピンを用いてフェニックス・エネルギー伝達
システムを開発しました（左上及び右下写真）。これにより、響板にほとんど圧力がかからず、高音域が大変豊かになりまし
た。デインとシュタイングレーバーは、2008 年、この開発によりバイエルン州で受賞いたしました。ただし、フェニックスは、
クラシックには向きませんが、現代音楽の演奏には最適です。このモデルは基本的に、駒のアグラフ、調節可能なヒッチピン、
炭素繊維の響板、ハーフブローを備えています。詳しくは当社にお問い合わせください。 
 
工房と環境（工房と環境（工房と環境（工房と環境（36363636～～～～38383838 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
コンピューターの方が人間より正確なのでは？ 
ピアノ製作には、他に何か隠されているのでは？それは聴いたり触れたりできるもの？ 
確かに、大量生産されているピアノの中にも質の高いものがあります。しかし数少ない最上のピアノには、自然と職人技が生
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きています。真の楽器づくりには、コンピューターは補助的なものに過ぎません。自然の素材は質も形も様々です。この多様
性は、コンピューターにかかるとエラーとされ、理想の音質が損なわれる結果となります。名工の手業というものは、触れて、
見て、そして何よりも聴くことのできる本当の贅沢品です。 
 
写真 36 ページ上： グランドピアノ製作。音響及び側板。 
 36 ページ下： グランドピアノ製作。一枚板の側板を曲げる作業。 
 37 ページ上： グランドピアノ製作。アクション及び鍵盤製作は、ひとつの工程で一気に行われます。 
 37 ページ左下： 金属工による作業。鋳型の仕上げ。 
 37 ページ右下： グランドピアノ製作。整調及び調律。 
 
シュタイングレーバーの職人たちは、独自の工房で責任を持ち、主に手作業でピアノづくりに励んでいます。ここには、半熟
練の者はおりませんし、工程が細分化されて楽器が多くの職人の手に渡るようなこともありません。一つの楽器は、何日間ま
たは何週間も一人の職人の手に任せられます。当社の工房では、注意深い製造工程が伝統のものづくりには大切であることか
ら、汚染物質は全く排出しておりません。また、工房の屋根に貼り付けてある光電池で太陽エネルギーを利用しています（38
ページ写真上）。 
 
写真 38 ページ下： 豊富な若い人材。張弦メンバーの一部。 
 38 ページ中： 2008 年 9 月、元経営責任者 Adam Bauer の勤続 60 周年を記念して。左隣が後任 Wolfgang 

Schäffler、右隣が先任社長マグダレーネ・シュミットとその息子ウド・シュミット-シュタイン
グレーバー 

 
アーティスト（アーティスト（アーティスト（アーティスト（39393939～～～～41414141 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
バイロイトには、アーティストたちが世界各地から訪れます。物理学者に実験室が欠かせないように、楽器づくりには作曲家
や演奏者とのコンタクトが欠かせません。当時、エドワード・シュタイングレーバーにより、世界の音楽の中心地のひとつ、
フェストシュピールの街バイロイトの幸運に恵まれた土地柄が生かされ、そして現在に至るまで、この歴史あるシュタイング
レーバーハウスはアーティストたちのメッカとなっています。友人であるアーティストたちのおかげで、ピアノ製作に関する
最新情報をいち早く知ることができます。リヒャルト・ワーグナーは彼の小型ピアノについて、エドワード・シュタイングレ
ーバーに宛てて大変素晴らしいと書いています。さらに、「この種の楽器では、今まで出会ったいかなる楽器をも凌ぐもので
ある」と。 
今日、シュタイングレーバーハウスでは、年間 70 回あまりのコンサートを、歴史深いロココ広間、ピアニストと歌手のための
北の広間、中庭の舞台、シュタイングレーバーギャラリー、グランドピアノ棟の室内楽ホール（Steingraeberpassage 1）など、
その場に合った広間で開催しています。「グランドピアノの棟」は、2007 年から 2009 年に拡張して以来、当社が誇りを持っ
てご紹介できるスペースです。ここには、お客様に、コンサートグランドピアノ E–272 モデルと E–232 モデルを比べていた
だけるよう、室内楽ホールをご用意しています。この室内楽ホールは、残響時間を 0.9 秒から 2.1 秒の間に調節可能です。さら
に、あらゆる室内環境－多湿の熱帯気候から砂漠気候まで－が、コンピューター操作によって再現されます。またピアニスト
と歌手のための北の広間（残響時間最大 3 秒）は、グランドピアノ C–212 モデルのショールームとしてもご利用できます。1
階のサロン用グランドピアノの間は、リビングルームの音響効果を持ち、ここでは A–170モデルがお試しいただけます。 
 
写真 39 ページ上： Alfred Brendel と主任技術者Alexander Kerstan 
 39 ページ下： Alexeij Lubimov と Siegfried Mauser、室内楽ホールにて 
 40 ページ上： Franz Liszt（歴史上の写真）と彼の最後のグランドピアノ 200 モデル 
 40 ページ中： Nicolai Demidenko 
 40 ページ下： Arcadi Volodos と Prof. Carles Julia（バルセロナ） 
 41 ページ右上： Daniel Barenboim による書簡 
 41 ページ左上： Renée Fleming と Hartmut Höll 
 41 ページ左下： Cyprien Katsaris 
 41 ページ右下： Yaara Tal と Andreas Groethuysen 
 
歴歴歴歴    史史史史（（（（42424242～～～～43434343 ページページページページ））））    
 
シュタイングレーバーのピアノメーカーとしての歴史は 1820 年代のチューリンゲンにさかのぼります。2 代目であるエドワー
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ド・シュタイングレーバーが 1852 年に本拠地をバイロイトに移し、ウィーン式と英国式のアクションを両方取り入れた革命的
な名器「Op.1」を完成させました！そして 30 年の間に、バイエルン州で最も優秀なアップライト及びグランドピアノの工場に
築き上げ、1867 年以来シュタイングレーバー社のピアノは、国際的な賞を多数獲得し続けています。1906 年には、世界的な
一流デザイナーたちにより、調度品としてのピアノがデザインされ始めました。 
シュタイングレーバー家の中でもゲオルゲ・シュタイングレーバーの創造性はずば抜けており、1900 年末の彼のデザインは、
現在の E–272 モデル（D–232 モデル）、C–212 モデル及び A–171 モデルに引き継がれています。ちなみに、その後継者であ
る弟ブルクハートを追悼して、アップライトピアノ 130 モデルは誕生しました。 
ブルクハートの娘リリー・シュタイングレーバーは音楽歴史学者の夫ハインツ・ヘルマンと共にワイマール共和政のもと経営
に従事し、その甥であるハインリヒ・シュミットが戦後及び復興期に活躍しました。その後、彼の息子ウド・シュミット‐シュ
タイングレーバーが 1980 年より 6代目として運営を行っております（未来の 7代目は現在高校生です）。踏襲されているのは
家系だけではありません。国際的な賞、歴史ある本社所在地、世界中の素晴らしいアーティストたちの信用が受け継がれ今日
に至っています。このようにシュタイングレーバー社では、常に、トップレベルの楽器の創造に力を注いでいます。 
 
写真 42 ページ上： シュタイングレーバーハウスのロココ広間、リストのグランドピアノ（手前）及び名器Op.1（奥） 
 42 ページ下： シュタイングレーバーハウスの歴史上の図、1754 年辺境伯宮殿 
 43 ページ上： ワーグナーのバイロイトフェストシュピールハウス 
 43 ページ下： リヒャルト・ワーグナーがパルジファルのスコア完成日（コジマの誕生日）にエドワード・シュタ

イングレーバーに宛てた最後の書簡。エドワードはパルジファル用に鐘のピアノを製作
（Gralsglockenklavier）。 

 
バイロイト（バイロイト（バイロイト（バイロイト（44444444 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
バイロイトを訪れる理由はたくさんあります。特に見所は古城や庭園、ロココ様式の劇場。中でもシュタイングレーバーハウ
スは、当時の姿が非常に良く保存されている 1754 年築のロココ調宮殿です。1898 年、隣接する工房で楽器の製作が始まりま
した。是非工房を訪れになり、シュタイングレーバーの類まれな品質の誕生を実感し、選び抜き、楽器作りの際には様々なご
要望をお申し付けください。また、各種特許品もご利用ください。楽器をお選びになりたいお客様には、室内楽ホール横のア
ーティストの部屋で、グランドピアノのすぐそばにお泊りいただくこともできます。 
 
写真 44 ページ上： 18 世紀バイロイトの庭園を代表する 3 つのうちのひとつ、エルミタージュ庭園のオレンジ栽培

温室。 
 44 ページ下： バイロイトはヨーロッパに中心に位置し、アウトバーン（高速道路）を利用すると、ちょうど

ミュンヘンとベルリンのほぼ中間。ニュルンベルクから約 50 分から 60 分。 
 
評評評評    価（価（価（価（45454545 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
ピアノテストというものは稀にしか行われず、恐るべきテストでもあります。アメリカの「ピアノブック＊」
では、シュタイングレーバー社は、世界のトップメーカー4、5社のうち、1A グループに認定されました。 
 
フランス（大概はオペラ・バスティーユにて開催）では、テストの受賞者は質カテゴリー別に「CHOC」という評価を得ます。
シュタイングレーバー社ほど、トップメーカー中のトップとしてたびたび表彰されたピアノメーカーはありません。以下はテ
ストに関する記事の抜粋です。ご希望の方には完全版を CD にてご送付差し上げます。＊ラリー・ファイン、ブックサイド・プ
レス 
 
E–272 モデルに関して「ル・モンド・ドゥ・ラ・ミュジーク誌」より 

バッハやモーツァルト、ベートーベンの演奏に、今日、これ以上の楽器を見つけることは困難である。 
D–232モデルに関して「ピアノブック」より 

新しい 232は並外れたモデルである！ 
C–212モデルモデルが「205 CHOC」受賞 

秀逸なモデル、きらびやかな高音域、純粋で温かな響き、微妙な音のニュアンスを巧みに表現、特有の音質 
A–170モデルが「168 CHOC」受賞、「ル・モンド・ドゥ・ラ・ミュジック誌」より 

卓出したダイナミック性を備えた太くて豊かな音、類まれな楽器、翼を持ったグランドピアノ、一流メーカーの品
質が一身に詰め込まれている 1台 
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138 モデルが「CHOC 138」受賞 
 高品質の極致、価格に見合った傑作、明らかにアップライトピアノの王様 
130 モデルが「ディアパソン・ドール」及び「CHOC 130」受賞 

絶妙な音質、微妙な音の出だしによる多彩な音色、温かくて美しい自然な広がり、実に巧妙なアクション、価格に
マッチした性能 

 
仕仕仕仕    様（様（様（様（46464646～～～～47474747 ページ）ページ）ページ）ページ）    

 

 モ デ ル 
仕様及びオリジナルパンフレッ

トの 
該当ページ 

122 T 
130 
130 PS 

138 A–170 C–212 D–232 E–272 

高さ（アップライトピア
ノ）最大 ㎝ 
長さ（グランドピアノ）最
大 ㎝ 

 122 130 138 170 213 232 272 

幅／奥行（ｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾋﾟｱﾉ）
最大 ㎝ 
幅／高さ（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ）最
大 ㎝ 

 148/60 148/63 152/66 153/102＊ 155/102＊ 157/102＊ 157/102＊ 

膝のスペース ㎝  67 69 70 63.5＊ 63.5＊ 63.5＊ 63.5＊ 

重量（正味） ㎏ 
重量（ダンボール込み） 
㎏ 

 
217 
258 

223 
264 

261 
304 

310 
365 

379 
439 

421 
481 

501 
565 

響板の面積 ㎠ 15 
10,094 

– 

11,459 
10,458 10,813 11,397 13,257 13,558 16,874 

第 1 低弦の長さ ㎜ 17 1,155 1,220 1,280 1,230 1,560 1,680 2,021 

ピンブロックのブナ材の層
数 

17 27 27 27 21 25 25 25 

天然木の包括保証 17 ● ● ● ● ● ● ● 

防湿接着剤（響板はネジ固
定可） 

18 ● ● ● ● ● ● ● 

炭素繊維の響板 35 － － － ○ ○ ○ ○ 

超低湿環境での特別乾燥 17 ○ ○ ○ ● ● ● ● 

環境に優しい加工処理 38 ● ● ● ● ● ● ● 

コンサート用キャスター 
ブレーキ 2箇所付き 

22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

鍵盤蓋の制動装置  ○ ○ ○ ● ● ● ● 

○ 
ソステヌートペダル  

ご要望に 
より可 ● 

○ ● ● ● ● 

○ マフラーペダル／手動マフ
ラー 

 ○ 
－／○ 

○ 
ご要望に 
より可 

ご要望に 
より可 

ご要望に 
より可 

ご要望に 
より可 

黒檀材の黒鍵 6 ● ● ● ● ● ● ● 

鉱物質の白鍵 6 ○ ○ ● ● ● ● ● 

48/47 
タッチの重さ： 白鍵／黒
鍵 ｇ 

6 48/47 
52/51 

48/47 48/47 48/47 
52（ベース）-48（デ

ィス）/ 
51-47 

21-27 釣 り 合 い お も り *  ｇ
（約） 

6 20-27 
28-35 

21-27 20-27 21-27 21-27 20-25 

ウナコーダのキャプスタン  － － － ● ● ● ● 
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ボタン 

調節可能なヒッチピン  － － － ● ● ● ● 

フェニックス－駒のアグラ
フ及びヒッチピン 

34 － － － ● ● ● ● 

ハーフブロー（「ppppp」
ペダル） 

34 － － － ○ ○ ○ ○ 

回転ハンマーナックル 21 － － － ○ ○ ○ ○ 

SFM アクション 20 ● ● ● － － － － 

SFMのタッチの重さ： 
白鍵／黒鍵 ｇ 

20 46/45 46/45 46/45 － － － － 

SFM の釣り合いおもり * 
ｇ（約） 

20 18-22 18-22 18-22 － － － － 

室内楽用ダンパー 20 － ○ 
●（10
個） 

－ － － － 

●＝価格に含まれています。 ○＝別料金にて取り付け可能。 －＝お取り扱いしておりません。   ＊＝脚部分を含む。 
特別仕様に関しましては、価格表をご覧ください。上記の仕様は、表示にかかわらず変更する場合がございます。 

 
高級品質の一例（高級品質の一例（高級品質の一例（高級品質の一例（47474747 ページ）ページ）ページ）ページ）    
 
音を響かせる木材及び接着剤： 100％天然木 

100％結晶化接着剤（音響システム） 
100％伝統的な木材接合（音響システム） 
100％音を響かせる本体 
音響システム内のエネルギーの循環 
それぞれの土地の気候条件に適応 
半音単位のハンマーシャンク 
音響変換効率の高いトウヒ材の筬 
反響する蓋部 

 
エネルギーを貯蔵する硬金属： 硬化されたカポダスト 
    強化された駒ピン 
    鋼で補強されたアグラフ 
    磨耗が少なく変形しにくいダンパーワイヤ 
    磨耗の少ない鍵盤ピン（真鍮、ニッケルメッキ） 
 
フェルト：   耐湿性の天然フェルト 
    サイレントダンパー（縦横の組み合わせ） 
    ダイナミックなハンマーの形状 
 
最適な整調サポート：  キャプスタンボタンの細かいネジのピッチ 
    耐湿性のスラストワッシャ 
    外部から整調可能のウナコルダペダル 
    ペダルのダンパー調整 

調節可能なヒッチピン 
 


